
地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料に係る現状及び課題と論点

（急性期からの患者の受入れ）
○ 地域包括ケア病棟・病室の入棟元について許可病床の規模別にみると、許可病床の規模が大きいほど、特に許可病床数400床以上では自

院の一般病床の割合が高く、他院の一般病床の割合が低かった。

○ 入棟元が自院又は他院の一般病床の患者が占める割合の分布をみると、全ての患者が自院又は他院の一般病床から入棟している医療機
関が最も多かった。さらに、一般病床から入棟した患者のうち、自院の一般病床が占める割合の分布をみると、全ての患者が自院の一般病床
から入棟している医療機関が最も多かった。

○ DPC/PDPSの診断群分類によっては、患者がDPC対象病棟から地域包括ケア病棟に転棟する時期が、DPC/PDPSによる点数が地域包括ケア
病棟入院料の点数を下回るタイミングに偏っている場合があった。

（地域包括ケアに係る実績要件）
○ 自宅等から入棟した患者割合は20％以上30％未満、自宅等からの緊急入院の受入は３か月で５～９人が最も多かった。

○ 在宅医療等の提供状況については、多くの医療機関が「在宅患者訪問診療料」と「同一敷地内の施設等における介護サービスの実施」の要
件を満たしていた。算定実績をみると、在宅患者訪問診療料は３か月当たり31回～40回と201回以上の医療機関が多かった一方で、訪問看
護・指導料等は現行要件を満たすことができる医療機関の割合が低かった。

（在宅復帰支援に関する事項）
○ 地域包括ケア病棟に入院している患者のうち、いずれの疾患別リハビリテーションも実施していない患者は33％であった。また、入院患者の

半分以上に疾患別リハビリテーションを実施していない医療機関が一定程度あった。
○ 地域包括ケア病棟を有する医療機関のうち、入退院支援部門がない医療機関が10.1％あった。

【現状及び課題】

【論点】

○ 地域包括ケア病棟の創設の趣旨に鑑み、当該病棟の３つの役割を地域において適切に推進するため、それぞれの役
割にかかる要件等について、必要な見直しを検討してはどうか。

○ 地域における医療機関間の機能分化・連携を推進する観点から、入棟元が自院の一般病床の患者割合が特に高い医
療機関について、どのように考えるか。また、同一医療機関のDPC対象病棟から地域包括ケア病棟に転棟する場合につ
いて、DPC/PDPSの診断群分類区分における点数によっては転棟のタイミングが偏っていることを踏まえ、患者の状態に
応じた適切な医学管理を妨げないよう、入院料の算定方法を見直してはどうか。

○ 地域包括ケアに係る実績要件について、満たしている項目の偏りや実績等を踏まえた見直しを行ってはどうか。

○ 在宅復帰を適切に支援する観点から、入院患者に対するリハビリテーションの実施割合が特に低い医療機関や、入退
院支援を行う部門を設置していない医療機関について、どのように考えるか。 43


